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【重要】 
• この説明書に記載されている以外の運用はできません。記載されている以外の運用をした結果につ

きましては、一切の責任を負いかねますのでご了承ください。 

• この説明書に記載されている事柄は、製品の改良にともない予告なく変更させて頂く場合がありま

す。 

• この説明書の内容について、ご不審やお気付きの点などがありましたら、「アイエイアイお客様センタ

ーエイト」もしくは最寄りの当社営業所までお問合せください。 

 

お使いになる前に 

 

この度は、当社の製品をお買い上げ頂き、ありがとうございます。 

 

この説明書は本製品の＋接地方法について解説しており、安全にお使い頂く為に必要な情報を記載し

ています。 

 

本製品をお使いなる前に必ずお読み頂き、十分理解した上で安全にお使い頂きますよう、お願い致し

ます。 

製品に同梱の CD には、弊社製品の取扱説明書が収録されています。 

製品のご使用につきましては、該当する取扱説明書の必要部分をﾌﾟﾘﾝﾄｱｳﾄするか、またはﾊﾟｿｺﾝで表

示してご利用ください。 

 

お読みになった後も本書は、本製品を取り扱われる方が、必要な時にすぐ読むことができるように保

管してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

• この説明書の全部または一部を無断で使用・複製することはできません。 

• 本書中における会社名、商品名は、各社の商標または登録商標です。 
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 １．概要                                   
    24V 電源のｺﾝﾄﾛｰﾗ（ｹﾞｰﾄｳｪｲﾕﾆｯﾄ、ROBONET を含む）をﾌﾟﾗｽ接地で使用する場合、ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽ 
   やﾊﾟｿｺﾝを接続すると 24V 電源が短絡を起こす危険があります。 
    これは、ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽやﾊﾟｿｺﾝの内部で通信のｸﾞﾗﾝﾄﾞ(GND)とﾌﾚｰﾑｸﾞﾗﾝﾄﾞ(FG)が接続されているもの 

がほとんどであり、ﾌﾚｰﾑｸﾞﾗﾝﾄﾞ(FG)を通して短絡が起きるためです。また異なる DC 電源を使用した

ｺﾝﾄﾛｰﾗ間の通信では、通信ﾗｲﾝがｺﾝﾄﾛｰﾗの電源経路となり、通信ﾗｲﾝを破損する場合があります。 
本書では、その問題点の例と対策について説明します。ﾌﾟﾗｽ接地の場合には、本書を参考に作業を

行ってください。 
 
 
 ２．問題点の例 

   以下(1)～(4)に例を示します。 

（１）ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽをｺﾝﾄﾛｰﾗ（ERC2、RCP2、RCA、RCS-C/E）に接続した場合 

 
 
 
 
 
                                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

24V 電源をﾌﾟﾗｽ接地すると、下図の太線の経路で 24V 電源の＋24V と 0V が短絡します。 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ
ERC2、RCP2、 
RCA、RCS-C/E 

FG 

24V 電源 
ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽ 

+24V 

0V 

ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽ内で GND 
とｼｰﾙﾄﾞが短絡 
(RCM-T/TD、CON-T/TD/PT/PD/PG 
および SEP-PT の場合) 

SIO ｺﾈｸﾀのﾊｳｼﾞﾝｸﾞ 

SIO ｺﾈｸﾀ 

GND 

FG 

短絡



 

 

2 

 
  （２）ﾊﾟｿｺﾝをｺﾝﾄﾛｰﾗ（ｹﾞｰﾄｳｪｲﾕﾆｯﾄ、ROBONET を含む）に接続した場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

24V 電源をﾌﾟﾗｽ接地した場合、ﾊﾟｿｺﾝの FG が接地されると、下図の太線の経路で 

24V 電源の＋24V と 0V が短絡します。 

同じﾊﾟｿｺﾝで、他の通信ﾎﾟｰﾄに接続している機器が FG に接地している場合、ﾊﾟｿｺﾝを金属

性のﾃｰﾌﾞﾙの上や調整中の装置の上などに置いた場合に意図せずにﾌﾚｰﾑ（FG）が接地され

る場合などがあります。（RS232C 仕様、USB 仕様のﾊﾟｿｺﾝ対応ｿﾌﾄ用通信ｹｰﾌﾞﾙ） 

ﾊﾟｿｺﾝ対応ｿﾌﾄ用通信ｹｰﾌﾞﾙ 
（ﾊﾟｿｺﾝ対応ｿﾌﾄ RCM-101-MW， 

RCM-101-USB の付属ｹｰﾌﾞﾙ） 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ 24V 電源 ﾊﾟｿｺﾝ 

 

変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 

GND 

FG 

5V 

SGA 

SGB 

GND 

+24V 

0V 

ﾊﾟｿｺﾝ内で 
GND と 
FG が短絡 

短絡 
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（３）ﾊﾟｿｺﾝを SIO 変換器を使用してｺﾝﾄﾛｰﾗに接続した場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

24V 電源をﾌﾟﾗｽ接地すると、下図の太線の経路で 24V 電源の＋24V と 0V が短絡します。 

ﾊﾟｿｺﾝ内で GND 
と FG が短絡 

ﾊﾟｿｺﾝ 

 
5V 

SGA 

SGB 

GND 

SIO 変換器 ｺﾝﾄﾛｰﾗ 

GND 

FG 

+24V 

0V 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ 

5V 

SGA 

SGB 

GND 

24V 電源

GND 

FG 

RS485 通信 

RS232C 通信 

RS232C ｸﾛｽｹｰﾌﾞﾙ 

（市販品） 

のｼｰﾙﾄﾞ部 

ﾊﾟｿｺﾝの FG が接地されると、

RS232C ｹｰﾌﾞﾙのｼｰﾙﾄﾞを経由し

ないで24V電源の＋24Vと 0Vが

短絡します。 

SIO変換器のFGを接地す

ると、ﾊﾟｿｺﾝの FG の接地

の有無に無関係に24V電

源の＋24Vと0Vが短絡し

ます。 

ｺﾝﾄﾛｰﾗﾘﾝｸｹｰﾌﾞﾙ 

CB-RCB-CTL 

短絡 
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（4）複数の 24V 電源とｺﾝﾄﾛｰﾗでﾈｯﾄﾜｰｸを構成した場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

24V 電源が同時に供給できないと、通信ﾗｲﾝから電源が供給されてｺﾝﾄﾛｰﾗが故障します。 

5V 

SGA 

SGB 

GND 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ 1 

+24V 

0V 

24V 電源(1) 

24V 電源(2) 

0V 

+24V 

RS485 通信ﾗｲﾝ 

24V 電源(2)の 0V ﾗｲﾝが切断したり、24V 電源(2)

からの 24V の供給が遅れた場合、通信の GND ﾗｲﾝ

からｺﾝﾄﾛｰﾗ 2 に電源が供給されます。 

その場合通信部は、大きな電流を流すために作ら

れていないので破損します。 

断線等 

5V 

SGA 

SGB 

GND 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ 2 

通信のGND ﾗｲﾝが電源(0V)に 

なってしまいます。 
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３．対策 

  （１）ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽをｺﾝﾄﾛｰﾗ（ERC2、RCP2、RCA、RCS-C/E）に接続する場合 

ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽは RCM-E、RCM-P、RCM-PM-01 を使用してください。 

 

       
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

FG 端子を接地 

しないでください。 

ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽ内で GND 

とｼｰﾙﾄﾞが短絡 

ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽ 

 
5V 

SGA 

SGB 

GND 

SIO 変換器 
ｺﾝﾄﾛｰﾗ
ERC2、RCP2、 
RCA、RCS-C/E 

GND 

FG 

+24V 

0V 

24V 電源

GND 

FG 

RS485 通信 

ｺﾝﾄﾛｰﾗﾘﾝｸｹｰﾌﾞﾙ 
CB-RCB-CTL 

！ 注意 ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽ RCM-T/TD、CON-T/TD/PT/PD/PG および SEP-PT は直接接続できません。
     以下のように SIO 変換器を使用し接続してください。 
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（２）ﾊﾟｿｺﾝをｺﾝﾄﾛｰﾗ（ｹﾞｰﾄｳｪｲﾕﾆｯﾄ、ROBONET を含む）に接続する場合 

     以下のように SIO ｱｲｿﾚｰﾀ（RCB-ISL-SIO）を使用して接続してください。 
     使用できるﾊﾟｿｺﾝ対応ｿﾌﾄは RCM-101-USB で、RCM-101-MW は使用できません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5V 

SGA 

SGB 

GND 

+24V 

0V 

24V 電源 ｺﾝﾄﾛｰﾗ 
変換ﾕﾆｯﾄ 
(RCB-CV-USB) ﾊﾟｿｺﾝ 

 

GND 

FG 

5V 

SGA 

SGB 

GND 

FG 

ｱｲｿﾚｰﾀ通信ｹｰﾌﾞﾙ 
CB-RCB-SIO*** 

別途必要になります。

ﾊﾟｿｺﾝ対応ｿﾌﾄ(RCM-101-USB)付属ｹｰﾌﾞﾙ 

（USB ｹｰﾌﾞﾙ＋RCB-CV-USB＋CB-RCA-SIO） 

RS485 通信  

SIO ｱｲｿﾚｰﾀ 

SGA 

SGB 

GND 

FG 

5V1 

SGA1 

SGB1 

GND1 

絶縁 

！ 注意 RS232 変換ﾕﾆｯﾄ（RCB-CV-MW）は使用できません。 
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（３）ﾊﾟｿｺﾝを SIO 変換器を使用してｺﾝﾄﾛｰﾗに接続する場合、 

     以下のように対策①を実施したうえで、対策②または対策③を実施してください。 

     ※ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽは、対策②だけを実施してください。 

 

    ■対策① ﾊﾟｿｺﾝの FG が接地されないようにしてください。 

         ・ﾊﾟｿｺﾝのｹｰｽが接地状態になる場合は、絶縁物の上に置いてください。 
         ・他の通信ﾎﾟｰﾄで FG が接地される危険がある場合は、その通信ﾎﾟｰﾄの通信ｹｰﾌﾞﾙを 

          外してください。 
 
    ■対策② SIO 変換器の電源端子台の FG 端子を接地しないでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
      
 
 
 
 
 
 
 

ﾊﾟｿｺﾝ内で GND 

と FG が短絡 

ﾊﾟｿｺﾝ 

 
5V 

SGA 

SGB 

GND 

SIO 変換器 ｺﾝﾄﾛｰﾗ 

GND 

FG 

+24V 

0V 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ 

5V 

SGA 

SGB 

GND 

24V 電源 

GND 

FG 

RS485 通信 RS232C 通信 

RS232C ｸﾛｽｹｰﾌﾞﾙ 

(市販品) 

のｼｰﾙﾄﾞ部 

対策① 

ﾊﾟｿｺﾝの FG が接地されない 

ようにしてください。 

(ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽは FG 端子が無いの

で対策の必要はありません) 

対策③ 

ｹｰﾌﾞﾙのｼｰﾙﾄﾞ線の接続 

を外してください。 

(ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽは専用 

ｹｰﾌﾞﾙのため本対策は 

できません) 

対策② 

FG 端子を接地しないでください。 

ｺﾝﾄﾛｰﾗﾘﾝｸｹｰﾌﾞﾙ 

CB-RCB-CTL 
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     ■対策③ RS232C ｹｰﾌﾞﾙのﾊﾟｿｺﾝ側ｺﾈｸﾀのｼｰﾙﾄﾞ処理を外します。 

  

      ①ｺﾈｸﾀｶﾊﾞｰを外します 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ｹｰﾌﾞﾙ押え金具を外してから、ｱﾙﾐ箔ﾃｰﾌﾟを取り外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③替わりに絶縁ﾃｰﾌﾟを巻いてから、ｹｰﾌﾞﾙ押え金具で固定します。 

     このときにｼｰﾙﾄﾞ線がはみ出ないようにします。（必要に応じてｼｰﾙﾄﾞ線は切断してください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ｺﾈｸﾀｶﾊﾞｰを取り付けて固定します。 

⑤導通ﾁｪｯｸを行ないます。 

     ﾃｽﾀのﾌﾟﾛｰﾌﾞを両側のｺﾈｸﾀｶﾊﾞｰに当てて、絶縁されていることを確認します。 

       （もし、絶縁されていない場合はｼｰﾙﾄﾞ線が接触していると思われますので、ｼｰﾙﾄﾞ線の絶縁処理を 

   確実に行なってください） 

 
 

ﾊﾟｿｺﾝ側ｺﾈｸﾀｶﾊﾞｰ固定ﾋﾞｽを外す 

ｹｰﾌﾞﾙ押え金具 
ｱﾙﾐ箔ﾃｰﾌﾟ

絶縁ﾃｰﾌﾟを巻く 
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（4）複数の 24V 電源とｺﾝﾄﾛｰﾗでﾈｯﾄﾜｰｸを構成した場合 

     SIO ｱｲｿﾚｰﾀ（RCB-ISL-SIO）を使用して、通信ﾗｲﾝを絶縁してください。 

   (単一電源でもｺﾝﾄﾛｰﾗへの電源供給ﾀｲﾐﾝｸﾞをﾘﾚｰ、ｽｲｯﾁなどで行っている場合も含みます) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

5V 

SGA 

SGB 

GND 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ 1

+24V 

0V 

24V 電源(1) 

24V 電源(2) 

0V 

+24V 

RS485 通信ﾗｲﾝ 

5V 

SGA 

SGB 

GND 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ 2 

 
SIO ｱｲｿﾚｰﾀ 

S
G
A
 

S
G
B
 

G
N
D
 

F
G
 

5
V
1
 

S
G
A
1
 

S
G
B
1
 

G
N
D
1
 

絶縁 
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４．接続例 

 
(1)上位ﾊﾟｿｺﾝと SIO ﾘﾝｸ接続する場合 

各ｺﾝﾄﾛｰﾗの電源の 0V ﾗｲﾝを共通化できない場合や、ｺﾝﾄﾛｰﾗが DC24V ﾀｲﾌﾟと AC100/200V ﾀｲﾌﾟ 

が混在する場合には、図のようにｺﾝﾄﾛｰﾗごとに電源を独立させることが可能です。 

（共通電源でも問題ありません。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｹｰﾌﾞﾙ 名称 型式 備考 

① 

 

USB ｹｰﾌﾞﾙ 

USB 変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 

CB-SEL-USB 

RCB-CV-USB 
ﾊﾟｿｺﾝ対応ｿﾌﾄ RCM-101-USB 

付属品 

② ｱｲｿﾚｰﾀ通信ｹｰﾌﾞﾙ CB-RCB-SIO 別途用意 

③ ｱｲｿﾚｰﾀﾘﾝｸｹｰﾌﾞﾙ CB-ISL-SIO 別途用意 

④ 外部機器通信ｹｰﾌﾞﾙ CB-RCA-SIO ﾊﾟｿｺﾝ対応ｿﾌﾄ付属品 

 

！ 注意  

SIO ｱｲｿﾚｰﾀ内部の 1 次側回路の電源は CN1 から供給しますので、CN1 は必ず接続してください。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

終端抵抗 

 

① ② ③ ③ 

④ 
④ 

④ 
④ 

④ 

ﾊﾟｿｺﾝ 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ 1 

 

24V 電源 

 PS4 

AC100V/200V 単相 

(SCON の場合) 

 

24V 電源 

 PS2 

  

24V 電源 

 PS１ 

 

24V 電源 

 PS3 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ 3
ｺﾝﾄﾛｰﾗ 2 ｺﾝﾄﾛｰﾗ 5 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ 4
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(2)上位ﾊﾟｿｺﾝまたは PLC と SIO 変換器を使用して接続する場合 

各ｺﾝﾄﾛｰﾗの電源の 0V ﾗｲﾝを共通化できない場合や、ｺﾝﾄﾛｰﾗが DC24V ﾀｲﾌﾟと AC100/200V ﾀｲﾌﾟ 

が混在する場合、図のようにｺﾝﾄﾛｰﾗごとに電源を独立させることが可能です。（共通電源でも問題 

   ありません。） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

24V 電源 

PS1 

+24V 0V 

AC100V/200V,単相 

(SCON の場合) 

終端抵抗 
ｱｲｿﾚｰﾀﾘﾝｸｹｰﾌﾞﾙ 

CB-ISL-SIO 

外部機器通信ｹｰﾌﾞﾙ 

CB-RCA-SIO 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ 1 ｺﾝﾄﾛｰﾗ 3 ｺﾝﾄﾛｰﾗ 4ｺﾝﾄﾛｰﾗ 2

 

24V 電源

 PS3 

 

24V 電源 

 PS4 

 

24V 電源 

 PS2 

！ 注意 

SIO ｱｲｿﾚｰﾀ内部の 1 次側回路の電源は 

CN1 から供給しますので、CN1 は必ず接続 

してください。 
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(3)ｹﾞｰﾄｳｪｲﾕﾆｯﾄによるﾘﾝｸ接続の場合 

各ｺﾝﾄﾛｰﾗの電源の 0V ﾗｲﾝを共通化できない場合や、ｺﾝﾄﾛｰﾗが DC24V ﾀｲﾌﾟと AC100/200V ﾀｲﾌﾟ 

が混在する場合には、図のようにｺﾝﾄﾛｰﾗごとに電源を独立させることが可能です。 

（共通電源でも問題ありません。） 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

ＰＬＣ 

ｹﾞｰﾄｳｪｲﾕﾆｯﾄ 

ﾏｽﾀﾕﾆｯﾄ 

24V 電源 

  PS1 

+24V 0V 

お客様製作 ｱｲｿﾚｰﾀﾘﾝｸｹｰﾌﾞﾙ 

CB-ISL-SIO 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ 1 ｺﾝﾄﾛｰﾗ 3 

外部機器通信ｹｰﾌﾞﾙ 

CB-RCA-SIO 

終端抵抗 

ｅ-Con 

ｺﾈｸﾀ 

 

24V 電源 

 PS2 

 

24V 電源 

 PS3 

 

24V 電源 

 PS4 

AC100V/200V,単相 

(SCON の場合) 

！ 注意 

SIO ｱｲｿﾚｰﾀ内部の 1 次側回路の電源は CN1 から供給しますので、CN1 は必ず接続してください。 

 

 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ 4ｺﾝﾄﾛｰﾗ 2
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(4)24V 電源がﾌﾟﾗｽ接地された状況でﾊﾟｿｺﾝを接続する場合 

   ﾊﾟｿｺﾝ内部では通信の GND（0V）ﾗｲﾝと FG（ﾌﾚｰﾑｸﾞﾗﾝﾄﾞ）が短絡されているものがほとんどのため、 

ﾊﾟｿｺﾝを接続した時に 24V 電源に短絡が発生し、ﾊﾟｿｺﾝの故障の原因になります。この場合、以下のよ

うに SIO ｱｲｿﾚｰﾀと USB 変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀ（RCB-CV-USB）を使用して、ｺﾝﾄﾛｰﾗ（ｹﾞｰﾄｳｪｲﾕﾆｯﾄ、ROBONET を含む）

に接続してください。 

 

 

                    

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 
 

ﾊﾟｿｺﾝ
24V 系ｺﾝﾄﾛｰﾗ、 

(ｹﾞｰﾄｳｪｲﾕﾆｯﾄ、ROBONET 

 含む） 

＋24V 

0V 

 24V 電源 

① ② 

③ 
必要ｹｰﾌﾞﾙ 
①USB ｹｰﾌﾞﾙ CB-SEL-USB*** 
 USB 変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀ RCB-CV-USB 
 (ﾊﾟｿｺﾝ対応ｿﾌﾄ RCM-101-USB 付属品) 

②ｱｲｿﾚｰﾀ通信ｹｰﾌﾞﾙ  CB-RCB-SIO□□□ 

③外部機器通信ｹｰﾌﾞﾙ CB-RCA-SIO□□□ 

 

SIO ｺﾈｸﾀ 

！ 注意 

１．ﾊﾟｿｺﾝ(PC)と SIO ｱｲｿﾚｰﾀ間の接続には、RS232C 変換ﾕﾆｯﾄ RCB-CV-MW 

    （ﾊﾟｿｺﾝ対応ｿﾌﾄ RCM-101-MW付属品）は使用できません。 

２．外部機器通信ｹｰﾌﾞﾙ③は、SIO ｱｲｿﾚｰﾀの CN1 に接続してください。 

終端抵抗 
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５．24V 電源ｺﾝﾄﾛｰﾗをﾌﾟﾗｽ接地で使用する場合のﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽ使用の可否 

 
    ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾞｯｸｽ 

 対応 
RCM-E RCM-P RCM-T/TD 

CON-PT/PD/PG 

CON-T/TD 

RCM-PM-01 

(ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ) 
SEP-PT 

○：対策の必要なし

×：本資料による 

対策が必要 
○ ○ × × △ × 
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16 

6. 変更履歴 

 

改定日 改定内容 

 
2010.8 

 
 
 

 

 
初版 
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